
 
 

    

                                                  

 

                                           
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 令和８年度の目指す生徒の姿 】 ◎は R8の重点 

【知】意欲を持って、わかるまで、できるまで学ぶ生徒 【徳】お互いを思いやる、心優しい生徒 【体】目的を持って自己に挑戦し、自ら鍛える生徒 

【R8目指す生徒の姿】 
◎自ら学ぶ生徒（学習の自律） 
・自ら課題を見つけ、主体的に学び続ける。 
・自ら課題を求め、毎日60分＋学年×10分以上
の家庭学習を習慣化する。 

○より良く表現しようとする姿 
・話し合いの場面で、すすんで自分の意見を述
べることができる。 

・｢より良く表現しようとしている姿｣を意識し
て、表現することができる。 

【実践事項】 

○生徒が安心して、課題に取り組んだり、発言・
発表したりできる学級風土づくり。 

○学習指導要領を確実に実施し、「分かる授業」
を実践するとともに、「主体的・対話的で深い
学び」の実現に努める。 

○課題設定や発問を工夫し、考え、議論するとと
もに、自己決定する場面を設定することにより
思考力・判断力・表現力を高める。 

○ＩＣＴ機器を効果的に活用し、学びのデータや
習熟度に応じた指導・支援を充実させることに
より、個別最適化された学びの実現を図る。 

○学習習慣の定着に向け、生徒が自らの課題に気
づけるように助言し、家庭学習の充実を図る。 

 

【R8目指す生徒の姿】 
◎思いやりのある生徒（人間関係の自律） 
 ・他者を尊重し、協働して課題を解決できる。 
○豊かな人間関係 
・他者と接するときに「慈愛」意識した言動を
心掛ける。 

・悩みや困ったことがあったら、周りの人に相
談することができる。また、そういう人がい
たら気づいて行動できる。 

◎責任ある行動ができる生徒（社会的な自律）  
 ・規律を守り、自分の行動に責任を持つ。 

○自己肯定感・自己有用感 
・自ら考え、判断し、行動する実践を通して、
自己肯定感や自己有用感を高める。 

【実践事項】        
○思いやりをもち、自己や他者、社会にとってよ
り良い判断ができるよう、「考え、議論する道
徳」を推進する。 

○同和教育を中心とした人権教育を推進し、人権
意識の高揚を図り、差別や偏見を許さず、自他
を大切にして行動することができる力を育む。 

○教育活動の様々な場面で、「人とかかわる」交
流の場面を設定し、集団の中で自己有用感を高
めるとともに、互いの良さを実感させ、思いや
りの心を育てる。 

 

【R8目指す生徒の姿】 
◎自分の健康を考えて、行動できる生徒（生活の
自律） 

 ・生活（健康、休養、時間管理）を自分でコン
トロールできる。 

○体力の向上 
・体育の授業や部活動、昼休み等、日常生活の
中で運動やスポーツに親しみ、意欲的に取り
組む。 

・新体力テストにおいて、県平均を３６項目中
２４項目以上超える。 

○基本的な生活習慣の確立 
 ・「ハッピーライフウィーク」の取組の中で、 

①２３時までに寝て、朝７時までに起きる。 
②メディア（勉強目的以外のタブレット使用 
・SNS・パソコン・ゲーム） 
の使用を２時間以内にする。 

    ③主食・主菜・副菜を揃えて２食を食べる。 
【実践事項】        
○自分の健康や体力の向上に関心をもち、自分の
生活を振り返りながら、主体的に健康を維持管
理していこうとする態度を育てる。 

○基本的な生活習慣の確立に向けて、計画的・継
続的な指導を徹底する。 

○教育活動全体を通して、生徒の前向きな取組、

より高い目標に向かって努力しようとする姿勢
を賞讃、奨励する。 

 

                                                                           

地域・保護者との協働 出雲崎町の学校教育の基本理念 小学校との協働（小中一貫教育） 

◎地域の組織・人材 
 ・学校支援地域本部事業 
 ・学校評議員会 
 ・地域コーディネーター 
 ・地域おこし協力隊 
 ・地域の事業所、福祉施設等 
◎家庭との協働 

 ○基本的な生活習慣の確立 
    ・ハッピーライフウイークでの連携 

  ・家庭でのメディアのルールづくり 
 ○規範意識の確立 
  ・家庭内のルールを守る 
 ○豊かな人間性の育成 
  ・挨拶、言葉遣い、身だしなみ 
 ○家庭学習の取り組みのサポート 
    ・学習に取り組みやすい環境づくり 

◎生きる力の基盤となる確かな学力の育成（知） 
  ・知識及び技能の習得、思考力・判断力・表現

力の育成、学びに向かう力・人間性の涵養 
◎豊かな心、倫理観、規範意識をはぐくむ教育の

推進（徳） 
 ・善悪を的確に判断し、互いに認め合い協力し

て活動する能力の育成 

◎夢と志をもち、健康でたくましい心身の育成 
（体） 

 ・積極的に挑戦する態度、最後までやり抜く強
い意志と行動力を支えるたくましい心と健康
な身体の育成 

◎小中一貫教育活動の推進 
 ・９年間を通した授業規律の徹底 
 ・９年間を通した家庭学習の確立 
 ・｢わかる｣を積み重ねる指導の工夫     
 ・課題の洗い出しと系統的な指導の充実 
  ・｢知･徳･体｣の３部門での連携 
 ・９年間の見通しをもった｢良寛学習｣ 

 ・発達段階に応じた体験学習の設定 
 ・道徳教育、キャリア教育の充実 

 ・継続的な情報交換による生徒指導 
 ・積極的な交流活動 
 ・キャリアパスポートによる連携 
◎学力の向上に向けて 
 ・共に伝え合い、学び合う場の設定 
  ・話し合い活動の計画的な設定 
  ・授業のＵＤ化の推進 
 ・家庭学習指導の継続と連携 

 

【 出雲崎町がめざす学校教育の姿 】  夢を育み、歴史・文化を大切にする教育 

※ 知・徳・体の調和がとれた「生きる力」の育成を目指して「知識及び技能」の習得、「思考力、判断力、表現力等」の育成、「学びに向かう力、
人間性等」の涵養を実現する 

教 育 目 標 

豊かな心 たくましい実践 

【豊かな心】                               【たくましい実践】 

○「自律の心」 … 自分で考え、判断し、行動する  ←  自分で考え、自分の思いを伝えよう 

○「慈愛の心」 … 互いに認め合い、思いやる   ← 自分と仲間のために行動しよう 

○「挑戦の心」 … 高い目標を掲げ、自己を磨く  ← あきらめず、粘り強くやり抜こう 

 

｢心耕｣の精神 

“ふるさと出雲崎”に根付く 

「心耕」の精神 ⇒「たくましい実践」を通して、「豊かな心」を醸成します 

 


